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　大学での授業等において，学習管理システム（LMS）を用いることが一般的になりつつある．
Webサーバ上に実装される LMSに対し，一般的には PC上のブラウザを用いてアクセスすること
になる．一方，いわゆるスマートフォンは，フルブラウザを備え，従来の携帯電話以上にインター
ネットとの親和性が高く，大型のディスプレイと指によるタッチインタフェースを備えた機種が
広く利用されるようになってきている．これらの事より，従来は PCでしか閲覧できなかった文書
ファイルやメディアコンテンツも利用可能となったばかりではなく，これまで以上に場所を問わな
い LMSの利用が可能となった．しかしながら，従来の PCのユーザインタフェース（UI）をその
まま手のひらサイズの端末上で操作するには画面の拡大を繰り返したり，非常に小さく表示されて
いる文字列などを間違いなく指で選択・操作したりする必要がある．そこで本稿では，LMSであ
るMoodleを携帯型端末で利用する場合のこのような問題点やその対応事例，さらにユーザインタ
フェースをスマートフォンに最適化する事例について述べることとする．
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1．LMS, Moodle
　大学での授業等において，学習管理システム
（LMS：Learning Management System）を用いるこ
とが一般的になりつつある．LMSを用いることで，
受講者への各種資料の提示，課題ファイルの回収，オ
ンラインテストの実施，オンラインフォーラム上での
議論などが可能になる．インターネットに接続された
PC等を利用することで，授業時間外においても学生
の学習活動を支援することが可能となる 1）．
　LMSは一般的にWebサーバ上に実装され，動的な
Webページとしてユーザからブラウザを用いてアク
セスされる．
　LMSの一つとして，Martin Dougiamasを中心に
オープンソースで開発されているMoodle2）は，拡張
性が高く高機能でありながら安価に設置が可能である
ことなどから，世界中の多くの教育機関等で利用され
ている．主にLAMP（Linux, Apache, MySQL, PHP）
等の環境で動作する．本学でもMoodle（1.9系）が運
用されており，既に様々な授業で利用されている．こ
の拡張性は，様々な学習活動をモジュールプログラム
によって管理者が選択的に追加・削除できることで実
現されている．またテーマファイルによる画面構成の
変更も可能である．開発コミュニティによって，非常
に多様なモジュール・テーマが提供されている．
　これまで，Moodleは様々なバージョンアップを繰
り返してきているが，2010年末に2.0にメジャーバー
ジョンアップし，さらに2011年末現在では，バージョ
ンが2.1リリースされている．様々な機能が追加され
たのみならず，内部構造・ファイル構造なども大幅に
変更されており，モジュール等も互換性を考慮した対
応が必要となる．
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2．携帯型端末からのMoodleの利用
　LMSが利用されるようになったことで，時間外の
学習支援が可能になったものの，PCの利用が前提と
されることから，頻繁な学習リソースの利用・閲覧は
難しいのが実状である．そこで，携帯が可能な端末か
らのアクセスを可能にするための様々な取り組みがな
されてきた．
　日本国内で利用されてきた携帯電話では，比較的早
くからCompact HTML（cHTML）を解釈可能なブラ
ウザを搭載することで，簡易的にWebページを表示
可能である．しかしMoodleでは，ページ遷移等にブ
ラウザのCookieを必要とする点，ページ容量が大き
い点，レイアウトがCSSで定義される点，文字コー
ドがUTF-8である点などにより，そのままでは利用
ができない．この解決策として初期のMoodleのバー
ジョンより提供されたMoodle for Mobilesモジュー
ルは，ログインやコース内の閲覧，特にフィードバッ
クや小テスト（限定的な問題形式）の利用を実現した．
また別の解決策として，Moodle Lite3）ではモジュー
ルではなくMoodleのデータベースに直接アクセスす
る携帯電話対応Webサイトを別途用意することで，
フィードバックや小テストのみならず，フォーラムや
オンライン課題，出欠機能などを実現し，モバイルで
の日常的な学習支援がより可能となった．
　また海外ではWAP対応の携帯電話端末やJava
（MIDP仕様）対応の端末が普及していたことから，
Mobile Moodle（MOMO）Projectが組織され，Java
クライアントアプリによる，フォーラムやマルチメ
ディアコンテンツの利用などを実現している．
　携帯電話ではなく，Webブラウザの利用が可能な
携帯型ゲーム機で，Moodleサイトへのアクセスを効
率的にする画面レイアウトの調整やPDF形式のファ
イル閲覧のためJPEG画像に変換する試みもなされて
いる 4）．
3．スマートフォンの普及とMoodleの利用
2007年のApple社による iPhoneの発売開始（日本で
は2008年より）や，2008年のAndroid OS搭載の端
末の発売開始により，いわゆるスマートフォンが普及
し，非常に多機能でインターネット利用が可能な端末
が広く利用されることになった．これらは，大型のディ
スプレイと指によるタッチインタフェースを備えてお
り，アプリケーションの利用やフルブラウザの利用も
可能となっている．
　スマートフォンよるWebのアクセスは，WebKit
のレンダリングエンジンにより，HTML5, CSS, 
JavaScript等の従来PCのブラウザで実現されていた
仕様が，ほぼそのまま有効である．このことから，
MoodleサイトのアクセスもPCと同様に行なえる．
また，画像やテキストはもとよりPDF形式等の文書
ファイル，動画像・音声ファイルへのアクセスも可能
となっており，閲覧操作や簡易的な文章の入力におい
ては，PCの代替となり得ると考えられる．
　図1は iPhoneに標準搭載されるSafariブラウザから
本学のMoodleサイトにアクセスした様子である．
図1　iPhone SafariブラウザによるMoodle利用
　しかしながらスマートフォンによるMoodleサイト
の利用においては，以下のような問題点が考えられる．
①　 作成した文書ファイル，カメラで撮影した静止画・
ビデオファイル，マイクで録音した音声ファイル
などのアップロードがブラウザから行えない．
②　 画面レイアウトが複雑で，画面の拡大を繰り返し
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たり，非常に小さく表示されている文字列などを
間違いなく指で選択・操作したりする必要がある
ため操作性が悪い
　これらの点に対応するために，既に，複数のアプリ
ケーションがリリースされている．代表的なものとし
ては，mPage, mTouchがあり，iPhoneに最適化され
たUIを備え，Moodle（1.9系）サーバ側にモジュール
を追加することで，画像やビデオ・音声ファイルのアッ
プロードを実現している．また公式な iPhone対応ア
プリケーションとしてリリースされたMy Moodleア
プリケーション 5）も，Moodle（2.1系）サーバにアク
セスでき，ファイルのアップロードや参加者情報の閲
覧などが可能となっている．またアプリケーション内
Safariブラウザによるページの閲覧も可能となってい
る．
図2　My Moodleで写真・音声のアップロードが可能
　このようなMoodleサイト専用アプリケーションは
マーケットを通じて入手する必要があるため，他の
ユーザによる改変利用は行えない．そのため，メニュー
等の言語ローカライズや広範な機能への対応が難しい
側面がある．今後のバージョンアップも想定される
が，現時点では表示に関しては内蔵ブラウザを利用し
つつ，上記の①を実現することが可能な対応策となっ
ている．
4．スマートフォン対応テーマによる最適化
4.1．CSS改変による最適化の試み
　スマートフォンのブラウザでは，CSSにも対応し
ているので，Moodleのテーマファイルを改変するこ
とで，表示の際のレイアウトを最適化することも可能
であると考え，これを試みるために，iPhone用テー
マファイルを試作しMoodle（1.9系）で検証した．
図3　CSSの改変による最適化の試み
　まず，画面解像度の低さを考慮し，カラムによる
3分割表示をやめ中央カラムのみで構成することと
し，トピック毎の分割も簡易的なものとした．PCブ
ラウザからのアクセスも併せて想定する必要があるた
めに，テーマファイルのヘッダ部で，iPhoneのUser-
Agentの判定によりテーマを切り替えることとした．
CSSの調整をよりきめ細かく行うことで，ある程度
の操作性の向上は見込まれると思われる．しかし，今
後も多様な端末が発売されることが見込まれ，それら
全てに柔軟に対応するのは，負担が大きいと考えられ
る．
4.2．jQuery Mobileを利用したテーマによる最適化
　jQuery6）は，Webアプリケーションフレームワー
クを実現するためのJavaScriptのライブラリである．
またその携帯型情報端末への対応として，jQuery 
Mobileがリリースされた．このフレームワークを利
用することで，わずかなHTMLやJavaScriptの記述
で，スマートフォンに最適化したサイトデザインを制
作することができる．特に他の類似のフレームワーク
と比較しても，jQuery Mobileは対応デバイスが幅広
く，それらの環境に自動的に最適化されるのが利点と
してあげられる．またWeb標準によるセマンティッ
クなHTMLの記述を前提に設計されており，高いア
クセシビリティを確保しているのも利点となってい
る．
　 こ の jQuery Mobileを 用 いMoodle（2.1系 ）の
テーマファイルとして john Stが実装したものが
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MyMobileテーマである．スマートフォンのタッチイ
ンタフェースの利点を生かした操作が可能で，様々な
学習活動やMoodle内のカレンダー，メッセージ機能
にも対応している．Moodle（2.1系）では，テーマは，
通常のPC用以外に，モバイル端末用，タブレット端
末用と，アクセスされるデバイスに応じて自動的に切
り替わり，それぞれのデフォルトテーマを管理者は指
定しておくことができる．
　このMyMobileテーマを検証するため，動作テスト
用Moodleサーバを構築し，iPhoneからの利用を想定
して操作性・視認性を確認した．
図4　サイトトップページとコーストップページ
　図4は，jQuery Mobileを利用するMyMobileテー
マを適用したLMSサイトのトップページとコースの
トップページ例である．PCブラウザでは，画面をカ
ラムによって分割し様々なブロック（カレンダーやメ
ニュー）を配置可能であるが，MyMobileでは，画面
上部にブロックページへ遷移するためのボタンを配置
することで対応している．
　また，PCブラウザでは，「サイト -コース -トピッ
ク -アクティビティ」という階層をパンくずリストに
よって表し，ナビゲーションブロックでもその階層を
辿ることを可能にしている．しかしスマートフォンで
は，画面幅において制約があるので，ナビゲーション
ボタンを別途設け，メニューによって階層を辿るよう
にしている．図5は，PCブラウザとMyMobileでの
ナビゲーションの比較を示したものである．
　次に，教師が提示するリソースの閲覧について確認
を行った．Moodleでは単一ページの資料や文書ファ
イルや外部サイトへのリンクなどをリソースとして使
用できるが，それらのいずれもがMyMobileテーマで
も利用可能である．（ただし一部書式の再現性や文書
ファイルのページ埋め込みにおいて，不具合がある．）
図5　ナビゲーションの比較
　文字入力が中心となるフォーラムやWiKiページに
おいては入力エリアの狭さの問題があるが，簡易的な
タグを利用できるMoodleオートフォーマットでの書
式指定も可能となっており，基本的な文章作成は可能
である．
図6　フォーラム投稿とファイルの添付
　PCでは可能なローカルファイルの添付は，ブラウ
ザの制限により行えないが，Moodle（2.1系）では，
DropBoxやPicasaWeb, Google Docsなどの外部クラ
ウド上のリソースをサポートするリポジトリの利用が
可能となったため，別のアプリケーションによりそれ
らのクラウドにローカルリソースをアップロードし，
フォーラム等の投稿時に指定することが可能となって
いる．（MyMobileではリポジトリ上のリソース指定
には現時点ではテーマ未対応）
　課題の提出においてもテキスト入力やファイルの扱
いはフォーラムと同様となる．
　小テストは，多肢選択形式や記述形式，穴埋め問題
形式などがあるが，いずれも十分利用可能なインタ
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フェースとなっている．画像を提示するようなテスト
ではそのサイズが最適化した画面に対応しきれていな
いが，mp3による音声ファイルなどの提示も可能と
なっており，モバイルラーニングのためのツールとし
て活用可能と考えられる．
図7　小テストの利用
　また，アンケートを実施可能なフィードバックモ
ジュールにおいても多肢選択回答・記述回答など，小
テストと同様に，十分な操作性が得られた．
　Moodleでは，課題スケジュールや小テストの実施
予定などを自動的にMoodle内のカレンダーに提示す
る機能が備わっており，MyMobileでもブロック表示
により閲覧可能となっている．一方，スマートフォン
では一般的にCalDAVに対応するカレンダーアプリ
ケーションを搭載している．従って，Moodle内のス
ケジュールをスマートフォンのカレンダーに統合する
ことが可能で，スケジュールの確認が容易に行える．
5．まとめと課題
　本稿では，学習管理システムであるMoodleをス
マートフォンから利用する際の，ユーザインタフェー
スに関する事例を取り上げ，その実装を様々な学習活
動とともに検証した．PCブラウザからのアクセスと
比較して，ファイルのアップロードなど一部の制限が
あるが，アプリケーションの利用やスマートフォンに
最適化されたテーマの利用により，モバイルラーニン
グを実現するための環境が得られることが確認でき
た．今後スマートフォン用テーマファイルを中心に以
下のような点について検証・改善を検討している．
・　 リソースとして提示するファイルの埋め込みの再
現性の問題の解決
・　 ファイルリポジトリのファイル指定画面の最適化
・　 画像ファイルのサイズの自動調整
・　 オプションモジュールへのスマートフォン対応
・　 教師ユーザ画面における最適化
・　 タブレット端末などより大画面端末のユーザイン
タフェースの最適化
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